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ヒアリング調査の実施概要

■調査の目的
公共交通モード間または同一モード内での連携策等を調査するため、市内を運行する
路線バス事業者と無料送迎バスを運行している民間事業者、タクシー事業者、地元に
立地する企業等（商業施設）、病院に対してヒアリング調査を実施した。

■調査実施期間
平成23年1月6日（木）～平成23年2月1日（火）

■調査実施箇所
無料送迎バスを運行している
民間事業者 7社

新札幌自動車学園、北広島自動車学校、湯処ほのか、道都大学、札幌北広島ク
ラッセホテル、ヤクハン製薬㈱、見方㈱

地元に立地する企業等
（商業施設・病院等） 16社

三井不動産㈱北海道支店（三井アウトレットパーク）、コープさっぽろエルフィン店、
コープさっぽろ北広島店、㈱東光ストア北広島店、フードＤ虹ヶ丘採館、マックスバ
リュ北広島店、セリオおおまがり、スーパーアークス大曲店、ケーズデンキインタービ
レッジ大曲店、インタービレッジ大曲管理センター、ジョイフルエーケー大曲店、竹山
高原温泉、くるるの杜、北広島病院、西の里恵仁会病院、輪厚三愛病院

バス事業者 2社 北海道中央バス㈱大曲営業所、ジェイ・アール北海道バス㈱

タクシー事業者 6社
構内第一交通㈱北広島営業所、㈱ウイング、パール交通、朝日交通㈱北広島営業
所、広島交通㈱、㈲リスコ
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無料送迎バス事業者へのヒアリング調査結果のまとめ

★送迎バスの車両台数
・Ａ社 ～ 8台
・Ｂ社 ～ ハイエース4台・セダン2台
・Ｃ社 ～ 2～3台

（シャトルバスは外部委託のため、正確な台数不明）

・Ｄ社 ～ 大型バス2台・中型バス1台・一部委託

・Ｅ社 ～ 中型バス1台
・Ｆ社 ～ 大型1台・中型1台・ハイエース1台
・Ｇ社 ～ 中型1台・ハイエース1台

★送迎バスの運行ルート （P.5参照）
・Ａ社 ～ ７ルート
・Ｂ社 ～ ８ルート（予約制あり）
・Ｃ社 ～ ７ルート
・Ｄ社 ～ ２ルート
・Ｅ社 ～ １ルート
・Ｆ社 ～ ３ルート（うち、1ルートは繁忙期のみ）
・Ｇ社 ～ ３ルート

★送迎バス運行の目的
・交通の便が悪いため「足の確保」

・ＰＲのため

・集客のため

★運行形態・運転手
・ほとんどの企業が自社運行
・運転手は非正社員が大半（一部企業を除く）

★運行経費
・年間 約420万円～2,500万円

★課題
・車両の更新費用が負担である
・バス運行にかかる経費を抑えたい

★連携・共同運行の可能性
・どの事業所も検討の余地があることを示唆
・企業間で共同でバス運行をしないかと相談したことがある
・バス運行をしていないエリアもできればバスを走らせること
を希望
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★無料送迎バスの運行ルートについて
・北広島市内を広く運行している

・路線バスルートと重なる部分も多いが、路線バスのない

道路を通るルートも多い

・東部地区と大曲地区を結ぶ道道栗山北広島線と、

北広島団地内を通っているルートについては、多くの

送迎バスルートが重なっている。

無料送迎バス事業者へのヒアリング調査結果のまとめ
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商業施設へのヒアリング調査結果

★交通手段について
・利用者の交通手段は、大半（９割以上）がマイカー利用

・ただし、Ａ社はマイカー以外にも、路線バス、自転

車利用が多く、Ｂ社はＪＲ・バス利用、Ｈ社は徒歩が多い

・Ｄ社は、路線バス利用者も多い

★公共交通利用者への特典・サービス
・Ｄ社では、3,000円以上お買い上げでバスの回数券を渡している

・その他の施設では一切なし

★無料送迎バス運行の意向
・Ｄ社では、セール期間限定で、無料送迎バスをバス事業者に

委託して運行している

・Ｌ社では、オープン当初、北広島駅から福住間を結ぶ

無料シャトルを計画したが、実施はしなかった

・Ａ社・Ｃ社の系列店舗では、現在運行しているが、Ａ社・Ｃ社では

運行する計画なし

・その他の施設では無料送迎バスは実施しておらず、今後も実施

する計画はない

★交通についての課題
・Ｋ社、Ｍ社、Ｌ社、Ｄ社、Ｇ社は、北広島駅からのバスの路線

変更や増便を希望している

・大曲地区に商業施設が集積してきているので、駅～大曲を結ぶ

公共交通の充実を図り、地域一体となって北広島市を盛り上げ

ていきたいと考えている

★公共交通機関との連携の可能性
・連携する可能性は多いにあるという事業者あり
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病院へのヒアリング調査結果

★通院の交通手段
・Ａ病院 ～ 駐車場台数は少ないが、マイカー利用が多い

路線バス、ＪＲで来院する方もいる

・Ｂ病院 ～ 駐車場20台、徒歩、家族等の送迎、

タクシー利用が多い

・Ｃ病院 ～ マイカーか、家族等の送迎が多い

病院の無料送迎バス利用もいる

★無料送迎バスの運行意向
・Ａ病院 ～ なし

・Ｂ病院 ～ 患者や家族等から要望あり

検討中だが、実施時期は未定

・Ｃ病院 ～ 現在３ルート運行している

★公共交通との連携の可能性
・すべての病院で連携の可能性はある



8

路線バス事業者へのヒアリング調査結果

★北広島市内のバスの利用状況
・北海道中央バス

北広島市内は全体的に利用が少ない。昨年２割減便したが、

乗車密度としてはまだ低いため、補助を入れてもらえないので

あれば、今後さらに減便する可能性もある

・ジェイ・アール北海道バス

北広島市内は年々と利用者が減少している

★バス利用者について
・両者とも通勤・通学の利用が多い

・団地線については、高齢者の利用が多い （中央バス）

・冬になると自転車からの転換で10～15％増える

★今後の課題
・北海道中央バス

バス利用者は毎年毎年減少している（平成12年比で4割減）

バス利用を増やすような施策をして欲しい

赤字路線には、北広島市からも補助を入れて欲しい

・ジェイ・アール北海道バス

北広島市内の路線はすべて赤字となっている

利用者客増加に結びつく政策が必要である

このまま、利用者減の状況が続くと減便も考える

補助制度は、検討出来ないか？
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タクシー事業者へのヒアリング調査結果

★近年の動向について
・利用者数は全体的に減少傾向

★所有している車両（台数・車種）
・Ａ社 ～ セダンタイプ37台
・Ｂ社 ～ セダンタイプ68台、中型2台、ワンボックス3台
・Ｃ社 ～ セダンタイプ19台、ジャンボタクシー1台
・Ｄ社 ～ セダンタイプ33台
・Ｅ社 ～ セダンタイプ19台、ジャンボタクシー3台
・Ｆ社 ～ セダンタイプ27台

★主な利用者層（地域・属性・目的地）
・Ｂ社 ～ 北広島３割、札幌市内７割
・Ｃ社 ～ 電話配車のみ、流しはしていない

大曲、清田、福住が営業エリア
・Ｄ社 ～ 札幌市内のみ、基本は流し
・Ｅ社 ～ 団地地区の東部地区の利用者が主、

北広島駅で待機、電話受付による配車が多い
・Ｆ社 ～ 団地地区の利用者が多い、北広島駅で待機

電話受付による配車が多い

★乗合タクシーについて
・積極的な参画意向を示した事業者は1社
・条件次第で検討する事業者が2社
・参画を考えていない事業者が3社
・一社単独で受注するのではなく、複数の会社で受注できるよう
という要望あり

★タクシー事業の課題・要望
・同一地域、同一運賃が望ましい

・高齢者の交通手段の確保

・観光事業

★その他
・「スーパーの買い物の配達をタクシーと連携してできないか」

という二―ズあり
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